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４ 「稼ぐ観光」の基本的戦略の検討        
（１）外部環境との比較・整理 

①市場観光の分析 

各調査結果、統計データ等をもとに、市場（観光客）Customer 競合地域Competitor 自地域Company

の 3つの視点で、当地域を取り巻く環境を整理する。 

 

市場（観光客） 

Customer  

■マクロ分析 

＜政治面＞ 

 国は「明日の日本を支える観光ビジョン」を策定し、「観光振興」を施策の大き
な柱の一つとして位置づけ。 

 国の政策による訪日外国人誘客促進。政策の多様化（観光庁のみならず、環境
省や文化庁などの省庁まで） 

 Brexitやトランプノミクス等各国の政策の内向的傾向（PPPの停滞、在日米軍
駐留経費の負担増額要求） 

 平成 32年 東京オリンピック・パラリンピック開催 
 ＭＩＣＥ促進 
 ふるさと納税の増加 
 民泊の規制緩和 
 地方創生による移住・定住の促進政策 
 国の働き方改革、ワークライフバランスの推進 
 第３種旅行業務の範囲拡大の規制緩和 

＜経済面＞ 

 格安航空（LCC）の普及 
 シェアリングエコノミー 
 アジアの経済成長 
＜社会面＞ 

 日本の人口減少・少子高齢化の進行 
 ライフスタイルや価値観の多様化 
 「おひとりさま」で生活・行動する人の増加。 
 デジタルコンテンツの普及 
 休暇を取りやすい環境 
＜技術面＞ 

 ＩＣＴ、ＩoＴ技術の進化、普及。観光アプリやマーケティングツールの開発。 
 スマホ等の情報デバイスの進化。情報発信・情報収集手段の変化。 
 ＡＩ技術や自動運転技術の進化。 
 リノベーション技術の普及 
 キャッシュレス決済の普及 
 宿泊施設等へのロボット導入によるコストダウン 
 ビッグデータによるマーケティング 

 

■ミクロ分析 

 世界水準の DMOの形成・育成 
 国及び北海道における観光客や訪日外国人客の増加（しかし、インバウンドの
爆買い等は急減速） 

 新たな観光資源の開拓（ナイトタイム等の活用、スポーツツーリズム、アニメ
ツーリズム、エンターテイメント鑑賞機会の拡大等） 

 健全な民泊・農泊の普及 
 古民家等の人気 
 クルーズ船受入の更なる拡充 
 ユニバーサルツーリズムの促進 
 最新技術を活用したコンテンツづくりの促進 
 キャンピングカー等での周遊型観光の増加 
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■顧客分析 

 「モノ消費」から「コト消費（体験型消費等）」へ 
 「学びに満ちた旅」、「テクノロジーで旅がより簡単・便利に」、「宇宙旅行は遠
くとも、見果てぬ地への憧れは続く」、「個々の旅行者の興味・好みにあった旅
の情報がより重要になる」、「社会問題を意識した旅」、「旅にもエコ意識」、「現
地での体験が旅の醍醐味に」、「大満足できる小旅行」 

＜北海道全域＞ 

 観光入込客数は、概ね右肩上がりとなり、過去最高を更新し続けている 
 道内客は、過去最高数となっており、特に宿泊を伴う旅行が増加 
 道外客は、平成 23年度以降右肩上がりの傾向となっている。 
 外国人来道者数は、東日本大震災が発生した平成 23 年度を底として、右肩上
がりに増加し、過去最高を毎年度更新している。 

 中国、韓国、台湾が主要な来道者となっている。 
 道央の割合が全体の 57.7%の観光入込客数を占めている。 
 北海道の観光シーズンは、夏である。一方、外国人来道者は夏も多いが、冬も
最も多くなっている。 

競合地域 

Competitor 
■近隣地域 

 後志管内では、小樽市の観光入込客数が圧倒的に多い状況である。次いで、倶
知安町が続いており、余市町の周辺での観光地への入込が見受けられる。 

 周辺地域において、様々な取組が進められている。 
〇千歳市（千歳ワイナリー、支笏湖の星等） 
〇恵庭市（えにわマルシェ等） 
〇小樽市（酒蔵・ワイナリー巡り等） 
〇ニセコ町（小樽天狗山での星空、散策マップ等） 
〇倶知安町（マルシェゆきだるま等） 

 
■類似したテーマの競合地域 

＜空港の利活用＞ 

〇ひだエアパークスカイホリデー 飛騨エアパーク 
〇ドラッグレース in伊是名島 伊是名島場外離着陸場 
〇北海道スカイスポーツフェア in美唄 スカイポート美唄 
〇笠岡ふれあい空港ラジコンフライトショー 笠岡ふれあい空港 
〇ふくしま・スカイアグリ/農業きぼう祭 ふくしまスカイパーク 
〇大分県央飛行場 大分県央飛行場 
〇空の日イベント 神戸空港 
〇おいしい庄内空港 空の日フェスタ 庄内空港 
＜マルシェ＞ 

⇒全国各地でマルシェは開催されている。 

〇酒蔵マルシェ 広島県東広島市 賀茂鶴酒造本社蔵 
〇川越マルシェ～青空市～ 三重県近鉄川越富州原駅前 
〇やまんなかマルシェかみきた 奈良県上北山村 
〇オンガタマルシェ 東京都八王子市 恩方地区 
〇品川てづくり市 品川神社 
＜星空＞ 

〇BAR Live Free 石垣島 
〇天空の楽園 日本一の星空ナイトツアー 長野県阿智村 
〇しかりべつ湖コタン 北海道 然別湖 
〇stella451 神戸市灘区摩耶山 
〇星空スタンド なんばパークス，なんば CITY 
＜散策＞ 

⇒全国各地で展開されている。 

〇勝沼ワイナリー巡り 山梨県 
〇信州酒蔵・ワイナリー巡り 長野県 
〇桔梗ヶ原ワインバレーのワイナリー巡り 塩尻市 
〇松江おちらとあるき 島根県松江市 
〇つくジェニックMAP 茨城県つくば市 
〇出水サイクリングマップ 鹿児島県出水市 
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自地域 

Company 
■観光客の実態について 

①ニッカウヰスキーを中心とした、町内周遊を促進する取り組みが必要。強力なコ
ンテンツであり、全道で急増するインバウンドや、道外客を取り込む。 
②余市町は、道内客の多くを占める、また道央圏の宿泊地でもある札幌市から日帰
り圏内であるため、札幌市・小樽市と連携し日帰り客を増やす取り組みを推進す
るとともに、地域への滞在を促す宿泊旅行は宿泊を必ず伴う道外客、外国人客に
絞りプロモーションを行う。 
③余市町は、道外客を誘客できる「食べ歩き・グルメ」のコンテンツが存在するが、
札幌市や小樽市の近隣に位置することから、通過型観光地となっており、滞在時
間が短く、観光消費額も低いため、滞在時間を延ばし、消費額を増やす取組が必
要。 
④地理的な関係から、日帰り客の数を追って、総観光消費額を増やす方針で検討す
ることも選択肢。 
⑤食事や観光施設の満足度は、旅の満足度、友人・知人等への紹介につながるが、
リピーター化のためには、自然景観の満足度を高める施策が必要。 

 
■地域資源・商品・サービスについて（評価が高いコンテンツ） 

①食に係る観光コンテンツの評価 
 ・果物（特にりんご・ぶどう） 
 ・アップルパイ 
②アクティビティに係る観光コンテンツの評価 
 ・空港活用 
③特産品・お土産に係る観光コンテンツの評価 
 ・ワイン 
 ・ワインぶどう 
 ・果物 
 ・りんご 
 ・ニシン 
 ・ウニ 
 ・タータンチェック 

 

②地域の環境要因の検討 

３C分析を鑑みて、外部環境と内部環境を俯瞰的に捉え、「稼ぐ観光」の基本的な戦略を導くために、

SWOT分析を用いて、地域の環境要因を整理する。 

■SWOT分析 

 プラス要素 マイナス要素 

内部 

環境 

●Strength（強み） 

・豊富な果物（りんご・ぶどう） 
・ニッカウヰスキーといった核となる観光拠点を有して
いる。 
・有名なワイナリーの増加 
・海、山、町場といった様々な環境を有している。 
・ウイスキー、日本酒、焼酎、ワインと幅広いお酒の種類
を有している。 
・若者による取組が始まる。 
・農道空港という他にはない資源を有している。 
・札幌や小樽からのアクセスの良さ 
・駅周辺の新しい飲食店の増加 

●Weakness（弱み） 

・人口減少の加速化 
・地域内の事業者の連携が希薄 
・ニッカウヰスキーの立ち寄り
でその他の周遊がない（日帰
り半日） 
・宿泊施設が圧倒的に少ない。 
・情報発信の弱さ（情報量が少な
い） 
・市街地周遊時に交通の便が良
くない。 

外部 

環境 

●Opportunity（機会） 

・北海道の観光入込客数の増加（北海道の注目度の上昇） 
・小樽市の観光入込客数の増加 
・余市 ICの開通によるアクセスの向上、ニセコ方面開通
後はニセコ来訪者の取り込み 
・お酒（日本酒、ワイン等）への関心度の向上（ブーム） 
・余市ムールの販売開始 

●Threat（脅威） 

・道内の観光振興の取組の活発
化（他の地域に隠れてしまう） 
・星を売る地域が多い 
・余市 ICの開通によるニセコ方
面へのアクセスの変更 
・マッサンブームの停滞 
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（２）基本的戦略の整理 

地域の現状分析を行ったうえで、来訪者数を増やすことに注力するのか、質を高める、付加価値を高

めること、他と違うことが体験できる地域にするのか等といった基本的な戦略を整理する。 

当地域については、強い資源は無い、観光客が多くない地域であると想定すると、ターゲットの絞り

込みと差別化の検討が必要であると考え、以下を整理する。 

 

■セグメンテーション（Segmentation） 

各年代と属性を細分化し、それぞれがどの地域資源に興味を持っているか、なにを求めているか等に

ついてセグメントを分けて整理する。 

＜各年代と最大層の同行者による整理＞ 

セグメント 対象 傾向 

◆20歳代 

〔12.9%〕 

余市町  同行者：「友人」25.9％、「カップル」16.7％ 
 旅行内容：「食べ歩き・グルメ」57.4％ 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」40.7％ 
 消費額：5,000円未満 61.1％ 
 期待度：「おみやげ（飲食）」「自然景観」「街並み景観」「食事」「観

光施設」が高い。 
 満足度：「食事」「観光施設」「街並み景観」が高い。 
 紹介意向：14.8％／再来訪意向：22.2％ 

友人  旅行内容：「食べ歩き・グルメ」57.4％ 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」51.5％ 
 消費額：5,000円未満 42.6％ 
 期待度：「自然景観」「街並み景観」「おみやげ品（飲食）」「食事」

「おみやげ品（物品）」が高い。 
 満足度：「街並み景観」「食事」「おみやげ品（飲食）」が高い。 
 紹介意向：29.4％／再来訪意向：32.4％ 

◆30歳代 

〔17.1％〕 

余市町  同行者：「夫婦」25.0％、「家族（子供連れ）」22.2％ 
 旅行内容：「食べ歩き・グルメ」69.4％ 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」55.6%  
 消費額：5,000円未満 45.8％ 
 期待度：「自然景観」「食事」「街並み景観」「おみやげ品（飲食）」 
 満足度：「食事」、「おみやげ品（飲食）」が高い。 
 紹介意向：29.2％／再来訪意向：22.2％ 

家族 

(子供連れ) 

 旅行内容：「食べ歩き・グルメ」、「ドライブ」 
 旅行動機：「家族の親睦を深めるため」39.0%  
 消費額：5,000円未満 47.5％ 
 期待度：「食事」「おみやげ品（飲食）」「おみやげ品（物品）」「自然

景観」「街並み景観」が高い。 
 満足度：「食事」が高い。 
 紹介意向：25.4％／再来訪意向：25.4％ 

◆40歳代 

〔16.4％〕 

余市町  同行者：「夫婦」26.1％、「家族（子供連れ）」21.7％ 
 旅行内容：「食べ歩き・グルメ」50.8％ 
 旅行動機：「思い出を作るため」37.7%  
 消費額：5,000円未満 40.6％ 
 期待度：「食事」「おみやげ品（飲食）」が高い。 
 満足度：「食事」「街並み景観」が高い。 
 紹介意向：23.2％／再来訪意向：20.3％ 
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夫婦  旅行内容：「食べ歩き・グルメ」52.6％ 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」51.8%  
 消費額：5,000円未満 36.0％ 
 期待度：「食事」「自然景観」が高い。 
 満足度：「食事」「街並み景観」が高い。 
 紹介意向：18.4％／再来訪意向：14.0％ 

◆50歳代 

〔21.4％〕 

余市町  同行者：「夫婦」22.2％、家族（子供連れ）」17.8％ 
 旅行内容：「食べ歩き・グルメ」52.2％、「都市見物」32.2％ 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」43.3%  
 消費額：5,000円未満 31.1％ 
 期待度：「自然景観」「おみやげ品（物品）」が高い。 
 満足度：「食事」「観光施設」「街並み景観」が高い。 
 紹介意向：28.9％／再来訪意向：32.2％ 

夫婦  旅行内容：「食べ歩き・グルメ」52.6％ 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」51.8%  
 消費額：5,000円未満 36.0％ 
 期待度：「食事」「自然景観」が高い。 
 満足度：「食事」「街並み景観」が高い。 
 紹介意向：18.4％／再来訪意向：14.0％ 

◆60歳代 

〔18.6％〕 

余市町  同行者：「夫婦」39.7％、「友人」15.4％ 
 旅行内容：「食べ歩き・グルメ」 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」48.7%  
 消費額：5,000円未満 29.5％ 
 期待度：「自然景観」「食事」が高い。 
 満足度：「食事」が高い。 
 紹介意向：19.2％／再来訪意向：19.2％ 

夫婦  旅行内容：「食べ歩き・グルメ」52.6％ 
 旅行動機：「旅先のおいしいものを求めて」51.8%  
 消費額：5,000円未満 36.0％ 
 期待度：「食事」「自然景観」が高い。 
 満足度：「食事」「街並み景観」が高い。 
 紹介意向：18.4％／再来訪意向：14.0％ 
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■ターゲティング(Targeting) 

セグメンテーションの結果を受け、地域の観光が参入するべき市場を選定する。調査で明らかになっ

た旅行に求めるものや予算額、満足度を整理し、ターゲティングに繋げる。 

 

○年配者（50・60歳代以上） 

アンケート調査母数として多い層。消費につながっておらず、期待度も満足度も高くないことから、

満足度を高め、消費拡大に繋げていく必要がある。 

旅行目的：食べ歩き・グルメ 

 

○若い世代（20代） 

期待度・満足度は高いが、紹介意向・再来訪意向は高くないことから、リピーターになってもらえる

取り組みを行い、将来のリピーターを育てる。 

旅行目的：自然鑑賞 

 

○自然景観への関心が高い層 

「自然景観」の期待度が高い層が多く、満足度を高めることと再来訪意向との相関関係が高く、リピ

ーター化に向けては必要な観点であることから、自然景観に関心があるターゲットを絞り訴求力の高い

施策を実施する。 
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■ポジショニング(Postioning) 

商品・サービスの地域の価格や受入環境の質を細分化して把握し、地域独自の価値を提供するための

差別化戦略に繋げる。 

 

【観光資源：お酒】 

 

 

  

 

自然・体験 

街並み・散策 

お
酒
の
イ
メ
ー
ジ

 

強

 

お
酒
の
イ
メ
ー
ジ

 

弱

 

余市 

小樽 札幌 

ニセコ 

お酒のイメージは近隣の中でも特に

強い。お酒単体だけではなく、お酒＋

αでどのような過ごし方ができるの

かを提案していくことで、ニセコや小

樽とはまた違った楽しみ方や立ち位

置が確立できると考えられる。 
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（３）事業戦略の考え方 

STP分析を踏まえ、本地域が「稼ぐ観光」を実現していくための事業戦略の考え方を以下の通り、整

理する。 

余市町は、マッサンブームによって有名になったニッカウヰスキーといった強いイメージの観光資源

を有している一方で、観光入込客数が少ないことから、本地域では、「ニッチャー（集中・差別化戦略）」

の考え方で事業戦略を構築していく。 

 観光客の数 

多い 少ない 

観光資源・ 

イメージの

強さ 

強い リーダー（同質化戦略、全方位・フ

ルライン戦略） 

ニッチャー（集中・差別化戦略） 

弱い チャレンジャー（差別化戦略） フォロワー（追随と低コスト化戦略） 

〇ニッチャーの戦略 

リーダー地域（札幌、小樽等）がカバーできないピンポイントな市場でリーダーになる地域を指す。

観光客の数は少ないが、他の地域にない観光資源・イメージが強いことから、この地域ならではの価

値を集中的に提供することが基本となる。 

 集中・差別化戦略：リーダー地域が関心を持たない分野や顧客層をターゲットにし、ニッチな市
場に参入する 

 

＜事業戦略の考え方のポイント＞ 

ポイント① ニッカウヰスキーに来ている方の滞在時間の延伸を目指すこと 

ポイント② 圧倒的に強い小樽市、札幌市方面から確実に誘客を図ること 

  

農業空港の活用

中心市街地での
滞在時間の延伸
ニッカウヰスキーや柿崎商店等には

来訪者がいることから、この人たち

がプラスα滞在し、消費につながる
仕組みを構築する。

高速でこちらに来た人たちのゲートと

して、余市町が差別化できるウリとな

る農業空港を活用し、余市ICからの受
け皿を作るとともに、余市町の魅力を

伝え、中心市街地等への送客やリピー

ターへのきっかけを創出する。
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＜本事業のコンセプト＞ 
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５ 「稼ぐ観光」の事業計画          
（１）事業案の内容 

各コンテンツについて、「稼ぐ」商品とするための、事業計画を以下フレームにて整理する。 

項目 内容 配慮すべき視点 

商品名称・コン

セプト 

・商品を端的に伝える内容として整理 

・目的、狙いに関する概要 

ターゲット・ペ

ルソナ 

・上記、地域としてのターゲットに対して、さらに掘り下げたペルソナの設定 

※ターゲット設定の根拠として、アンケート結果や観光トレンド情報を合わせて整理 

商品の内容 

 

【旅行商品の場合】 

・商品の売り・特徴 

※他地域との差別化やターゲットとの親和性、

今後の将来性などと併せて検討 

・商品の内容（行程、実施時期・時間、募集人数・

催行人数、ガイドなど） 

・伝えられる魅力・楽しさなど 

CustomerValue 

（顧客価値） 

調査によって顧客のニーズ整理・把握した内容に

ついて、それをどのように満たすのかを検討し、

商品・サービスの価値を検討します。 

商品の価格 

【旅行商品の場合】 

・旅行商品の価格 

※経費の原価整理（材料費、人件費、諸経費）、

他事例の価格例、現在の価格等加味して整理 

・当地までの交通費、移動時間等コストも併せ

て整理 

※設定するターゲットの消費行動を加味して検

討 

Cost 

（顧客にとっての経費） 

当地域への旅行者がどれだけのコストを旅行にお

いて負担できるかを検討します。地域に滞在する

際の消費額の向上と当地域への滞在における付加

価値の検討として、商品・サービスの価格を検討

します。 

商品の入手のし

易さ 

【旅行商品の場合】 

・プログラムの受付（窓口か電話・ウェブか、事

前申し込み・当日参加可能など） 

・集合場所・そこまでのアクセスなど 

※設定するターゲットのニーズにあった方法の

検討 

Convenience 

（顧客利便性） 

地域の観光プログラムへの参加し易さや、商品の

買いやすさなど、事業へのアクセスしやすさにつ

いて整理します。 

観光プログラムの受付、集合場所、土産商品の販

売店や通販での購買、観光窓口の運営など地域と

お客様との接点について検討します。 

告知 PR 

【旅行商品の場合】 

・ウェブや広告媒体での発信、窓口、各種施設で

の周知発信など 

※設定するターゲットに訴求するメディアを選

定 

 

Communication 

（顧客とのコミュニケーション） 

どのようにお客様が地域の観光に関する情報を入

手し、目的地として選ばれるかについて整理しま

す。地域の観光の情報発信の方法（広報媒体やコ

ンテンツ、窓口での情報発信）を検討します。 

検討する事業

（商品・サービ

ス）の 

目標・KPI 

・検討する事業（商品、サービス）に対して KPI

の設定 

・事業計画における売上げ目標として、各年次

での目標設定 

【考えられる指標】 

（物産商品）商品数、販売数、売上げ、原価率、  

原料域内調達率 など 

（旅行商品）商品数、販売数、売上げ、原価率、

域内関連事業所数 など 

（サービス）利用満足度、売上げ、域内関連事業

所数 など 

・商品サービスの販売事業者の協力のもとで売上

げ等情報収集ができる体制を構築しておくこと

が重要です。 

実施体制 
・その事業を推進する体制（人材・団体）と役割

分担を整理 
・地域の事業者での利益配分ができるよう検討 

収支 

（金） 

 事業を実施するには、資金が必要となります。事

業の実施に当たっては、想定される支出とそれをま

かなうための収入を算出します。 

・経済波及効果の検討を行う地域においては、地域

での波及効果を高めるための方法として、効果

の高い商品・サービスの分野の選択や、域内調達

率を高めることによる効果とその方法・可能性

の検討を行います。  
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６ 事業推進方針           
（１）事業推進の進捗管理 

■ 継続的な会議の開催 

「稼ぐ観光」を実現していくためには、戦略会議等と

いった「稼ぐ観光」具体化事業に係る関係者が集まる場

を、最低年２回程度継続的に設け、本地域の観光動向の

変化、各関係者の取組内容等を共有していく。 

また、事業の取組状況やその効果、また生じた課題等

を洗い出し、見直し作業を実施し、事業の質を高め、自

走化を図っていく。 

 

■ 目標・KPI の検証 

事業の見直し作業を行うために、設定した目標・KPIに関する調査を継続的に行う。調査の結果、目

標・KPIの指標を把握し、上記の会議体にてその内容の検証を行い、取組の効果をモニタリングしてい

く。その結果の内容を鑑みて、再度、現状の把握等を行いながら、PDCAを回し、取組の質を高めてい

く。 

 

【目標（KGI） 目標年次 H33年度】 

 

観光客消費単価の 10％円増加 

 (日帰り客 6,060円 宿泊客 7,849円) 

 

 

観光入込客数の日帰客１割増  

(1,254千人／宿泊客 26千人) 

 

 

総観光消費額 7,785百万円  

(+21.0%) 

 

 

【KPI 目標年次 H33年度】 

以下コンテンツでの目標設定 

１ アップルポートよいち 

＜滑走路マルシェ＞ 

■利用者・売上目標 

：180組、27万円 

 

＜大人余市な星の夜＞ 

■参加人数・売上目標 

：100人、47.7万円 

２ 身軽にゆるっと「ぶらリタ」 

＜有料荷物預かりサービス＞ 

■利用者・売上目標 

：年間 3,400人、170万円 

 

 

  

着手前 会議①：事業の共有 

着手 事業の開始 

  事業実施     検証用の調査 

          （ＥＢＰＭ） 

終了 事業の完了 

終了後 会議②：効果の検証、課題の把握 

会議③：事業の見直し 
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■ 経済波及効果の「見える化」の実施 

事業を行った結果、地域に存在する各産業に対して、どのような波及効果を与え、「稼ぐ観光」を実現

することができているのか、検証するために、経済波及効果の「見える化」を図っていく。 

毎年、継続的に実施し、取り組んだ事業内容と経済波及効果の結果を検証することで、どのような事

業が効果的であるか、取組み成果が大きいか等、把握することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 成果検証・事業見直しをふま

えた事業計画の見直し 
Plan Do 

Check Action 

 事業計画の実施・推進 

 目標数値の達成度や進捗状況の

把握を通じて，事業の成果検証 

■目標数値の確認 

■ロードマップの検証 

■戦略会議や検討会議等からの 

意見聴取 

■経済波及効果の「見える化」 

 検証結果を踏まえて必要な事業

を検討，必要に応じて，事業内容

を見直す 

■戦略会議や検討会等の協議・検討 
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７ 経済波及効果の「見える化」分析 
 

１．観光消費の規模 

 

 

 

≪地域の各産業の年間売上との比較≫ 

経済センサス 主な産業別の売上（収入） －平成 28 年・余市町－ 

農林漁業 738百万円 

製造業 11,664百万円 

卸売業，小売業 35,765百万円 

医療，福祉 8,386百万円 

生活関連サービス業，娯楽業 3,888百万円 

宿泊業，飲食サービス業 1,926百万円 

不動産業，物品賃貸業 1,077百万円 

 

 

 

 

  

観光入込客数 1,163,600人

総観光消費額 9,676百万円

観光入込客数 （人） 観光消費単価 （円） 総観光消費額（百万円）

日帰り客 1,140,300 8,239 9,395

宿泊客 23,300 12,062 281

道内客 727,900 3,849 2,802

道外客 435,700 12,227 5,327

外国人客 0 0 0

年間の推計総観光消費額は

9,676百万円 

余市町の平成 28 年度経済センサス活動調査の主な産業別の売上と比較すると、卸売・小売業を除

くほとんどの産業の売上に匹敵する規模である。 

1.5倍 

3.2倍 

33倍 

1.9倍 

⇒日帰り客の観光消費単価を伸ばしていく戦略 

⇒道外客を伸ばしていく戦略 が考えられる 
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２．観光消費の経済波及効果 

 

 

 

 

 

 

観光客の地域内での消費 9,676百万円に対し、直接効果（＝地域に直接落ちるお金）は 6,293

百万円（0.7倍）、原材料の仕入れや雇用者所得による消費を含む地域の経済波及効果 9,053百万

円（0.9倍）、直接効果（＝地域に直接落ちるお金）に対する、地域の経済波及効果は 1.4倍。 

  

(百万円)

与件ﾃﾞｰﾀ 生産誘発額
最終需要
額

直接効果
1次生産
誘発効果

2次生産
誘発効果

合　計

229 214 82 20 316 137 27

0 0 4 1 5 3 1

923 597 21 4 622 336 125

0 0 75 25 100 52 19

3,499 457 316 175 948 278 110

0 0 29 0 29 13 10

0 0 110 50 160 77 29

1,583 1,583 176 293 2,052 1,427 846

0 0 124 288 412 319 51

1,669 1,669 153 81 1,902 1,095 577

0 0 0 5 5 4 2

1,773 1,773 379 306 2,457 1,514 1,051

0 0 43 1 44 6 0

合　計 9,676 6,293 1,511 1,250 9,053 5,260 2,849

分類不明

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道

商業

金融・保険・不動産

漁業

粗付加価値
誘発額

雇用者所得
誘発額

部門分類

農業

林業

運輸・情報通信

公務

サービス業

経済波及効果 9,053百万円発生

観光ＧＤＰ 3,703百万円押し上げ

雇用者 566人／年の新規雇用者を誘発

税収 70百万円の税収効果

生産誘発額

（百万円）

粗付加価値

（百万円）

所得誘発額

（百万円）

雇用誘発数

（人）

税収効果

（百万円）

直接効果 6,293 3,703 2,108 405 51

１次波及効果 1,511 792 390 89 11

２次波及効果 1,250 765 351 72 9

合計 9,053 5,260 2,849 566 70

 

域内調達率
農業 93.3 %

林業 91.3 %

漁業 64.8 %

鉱業 8.7 %

製造業 13.1 %

建設業 100.0 %

電気・ガス・水道 74.8 %

商業 78.9 %

金融・保険・不動産 58.0 %

運輸・情報通信 19.6 %

公務 100.0 %

サービス業 70.8 %

分類不明 81.8 %

観光客の消費額が高いのは、おみやげ品などの製造業、宿泊や飲食などのサービス業、移動交通

手段の運輸業で、商業、漁業が続く。運輸業、製造業の域内調達率が低い一方、サービス業、商

業、漁業は高い。 

② 

① 

③ 

④ 

⑤ 
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３．シミュレーション例 

（１）余市町は、日帰り客が多く、おみやげとしての工芸品や加工食品、お酒、直売所の農産品

などの買い物需要が高い地域。人口の多い札幌市の近隣である一方、現状では道外客も多

く訪れていることから、道内・道外どちらを中心のターゲットとして設定するか比較検討

する。 

 

道内客と道外客の総観光消費額が同じになるよう観光入込客数をシミュレーションし、道内

客・道外客の経済波及効果を比較する。 

 

≪居住地域別・産業別の経済波及効果≫ 

 

年間の総観光消費額は同じでも、消費傾向の違いによって経済波及効果に違いが出る。道内客増

で効果が期待できるのは直売所や果物狩り等での農業、飲食店などのサービス業である。道外客増

で効果が期待できるのは漁業、おみやげ品等の製造業、小売店などの商業である。 

経済波及効果の合計は同程度であることから、観光振興による地域経済の活性化のためには、い

ずれのターゲットも効果が見込まれ、プロモーションの機会に合わせ、ターゲットの消費動向に合

致する関係者と連携し、施策を構築することが重要。 

 

  

観光入込客数 1,819,696人

総観光消費額 10,655百万円

観光入込客数 （人） 観光消費単価 （円） 総観光消費額（百万円）

日帰り客 0 8,239 0

宿泊客 0 12,062 0

道内客 1,383,996 3,849 5,327

道外客 435,700 12,227 5,327

外国人客 0 0 0

●道内客 

 

 

(百万円)

与件ﾃﾞｰﾀ 生産誘発額
最終需要

額
直接効果

1次生産

誘発効果

2次生産

誘発効果
合　計

285 266 177 16 459 198 39

0 0 10 1 11 7 3

330 214 52 5 270 146 54

0 0 158 40 198 102 38

1,650 1,650 962 307 2,920 855 339

0 0 21 0 21 9 7

0 0 98 39 137 66 25

747 747 181 224 1,151 801 475

0 0 83 219 302 234 37

875 875 140 68 1,084 624 328

0 0 0 4 4 3 2

1,441 1,441 282 234 1,957 1,206 837

0 0 28 1 29 4 0

合　計 5,327 5,192 2,193 1,159 8,544 4,255 2,185

分類不明

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道

商業

金融・保険・不動産

漁業

粗付加価値

誘発額

雇用者所得

誘発額
部門分類

農業

林業

運輸・情報通信

公務

サービス業

●宿泊客 

 

 

(百万円)

与件ﾃﾞｰﾀ 生産誘発額
最終需要

額
直接効果

1次生産

誘発効果

2次生産

誘発効果
合　計

161 150 173 15 339 146 29

0 0 12 1 13 8 3

518 335 59 5 399 216 80

0 0 165 38 203 105 39

1,927 1,927 997 291 3,215 941 374

0 0 20 0 20 9 7

0 0 95 37 132 63 24

886 886 180 212 1,278 889 527

0 0 83 207 290 224 36

853 853 140 64 1,057 609 321

0 0 0 4 4 3 1

982 982 267 222 1,471 906 629

0 0 28 1 29 4 0

合　計 5,327 5,134 2,218 1,097 8,449 4,123 2,069

分類不明

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道

商業

金融・保険・不動産

漁業

粗付加価値

誘発額

雇用者所得

誘発額
部門分類

農業

林業

運輸・情報通信

公務

サービス業

÷ 
＝ 入力 
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おみやげ品等の製造業域内調達率が低いので、わかりやすく 100％とする 

 

 

 

加工食品やおみやげ等をつくる製造業の域内調達率を 100％にすると、製造業の経済波及効果の

増加に加え、農業や漁業など一次産業や商業、サービス業への波及もみられ、合計で＋6,296百万

円と大きな効果がある。 

観光客の消費に対する直接効果は 0.96倍、地域の経済波及効果は 1.6倍となり、加工食品やお

みやげ品などの製造業において、地元の産品を活用すること、提供することを呼びかけ、域内調達

を意識した施策を実行することにより、地域がより一体となる。 

 

  

(百万円)

与件ﾃﾞｰﾀ 生産誘発額
最終需要

額
直接効果

1次生産

誘発効果

2次生産

誘発効果
合　計

229 214 303 28 545 236 46

0 0 21 2 23 14 5

923 597 108 9 714 385 143

0 0 299 69 368 190 70

3,499 3,499 1,803 530 5,833 1,708 678

0 0 36 0 36 17 13

0 0 172 68 240 115 44

1,583 1,583 323 386 2,293 1,595 945

0 0 151 378 529 410 65

1,669 1,669 257 117 2,043 1,176 619

0 0 0 7 7 5 3

1,773 1,773 489 405 2,666 1,643 1,141

0 0 51 2 53 7 1

合　計 9,676 9,335 4,013 2,001 15,349 7,500 3,773

分類不明

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道

商業

金融・保険・不動産

漁業

粗付加価値

誘発額

雇用者所得

誘発額
部門分類

農業

林業

運輸・情報通信

公務

サービス業

経済波及効果 15,349百万円発生

観光ＧＤＰ 4,594百万円押し上げ

雇用者 947人／年の新規雇用者を誘発

税収 105百万円の税収効果

生産誘発額

（百万円）

粗付加価値

（百万円）

所得誘発額

（百万円）

雇用誘発数

（人）

税収効果

（百万円）

直接効果 9,335 4,594 2,462 604 66

１次波及効果 4,013 1,781 802 227 25

２次波及効果 2,001 1,125 509 116 14

合計 15,349 7,500 3,773 947 105

 

域内調達率
農業 93.3 %

林業 91.3 %

漁業 64.8 %

鉱業 8.7 %

製造業 100.0 %

建設業 100.0 %

電気・ガス・水道 74.8 %

商業 78.9 %

金融・保険・不動産 58.0 %

運輸・情報通信 19.6 %

公務 100.0 %

サービス業 70.8 %

分類不明 81.8 %
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＜参考＞マーケティング調査 

問１ 滑走路に余市のいいモノ大集合 アップルポートよいち 

  滑走路に余市のいいモノ大集合 アップルポートよいち 
・2018年 12月に開通した余市 ICから車で 3分、ブドウ

畑やリンゴ畑の広がる丘にある“農道空港”。滑走路と

周囲の芝生を使ったアクティビィが楽しめるほか、余市

産にこだわったカフェやショップも揃っています。 

・広い空の下、入場無料の滑走路と芝生でピクニックがで

きます。オプションでレジャーシートなどのピクニック

用品が借りられるから、手ぶらで行ってものんびり楽し

むことができます。 

・カフェでは余市産の旬のフルーツジュースや、農産物や

魚介を使った軽食が楽しめ、お土産もお菓子から農産物

まで余市の良いモノがたくさん揃っています。 

・自然豊かで広々としたロケーションを生かして様々な

イベント会場になります。 

① 上記のスポットに行ってみたいと思いますか。 

「やや思う」が 28.8%と最も多く、次いで「そう思う」が 24.7%、「どちらでもない」が 12.6%、「大

変そう思う」が 11.1%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

② 行ってみたいと思うポイントはどれですか。 

「余市ならではの食材を食べたり買ったりできる。」が 42.4%と最も多く、次いで「ロケーションが

よい場所である。」が 27.8%、「非日常的な体験ができる。」が 20.2%、「ピクニックセットがあり手ぶ

らで楽しめる」が 9.1%となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

（イメージ） 

（空から見たアップルポート余市） 

（セスナ機） （イメージ） 

11.1

24.7

28.8

12.6

8.6

2.5

0.0
11.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

大変そう思う

そう思う

やや思う

どちらでもない

あまり思わない

思わない

全く思わない

無回答

42.4

27.8

20.2

3.5

4.0

2.0

9.1

0.0

42.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

余市ならではの食材を食べたり買ったりできる。

ロケーションがよい場所である。

非日常的な体験ができる。

余市町の観光情報が手に入る。

トイレなどの設備がきれいで整っている。

地元客が多く，にぎわっている場所である。

ピクニックセットがあり手ぶらで楽しめる

その他

無回答
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③ どのくらいの価格がよいか。 

「1,000 円以上 2,000 円未満」が 2.0%と最も多く、次いで「2,000 円以上 3,000 円未満」が 1.5%、

「5,000円以上」が 0.5%、「1,000円未満」 「3,000円以上 4,000円未満」 「4,000円以上 5,000円未

満」が 0.0%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 滑走路で体験してみたいと思うコンテンツはどれですか。 

「ワインなどお酒を楽しむ滑走路ピクニック」が 18.7%と最も多く、次いで「余市の味覚を楽しむ滑

走路ピクニック」が 17.7%、「滑走路に寝転ぶ星空観察会」が 15.7%、「余市の味覚が集まるフェス」が

15.2%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ その他 

・音楽イベント 

 

 

 

  

0.0

2.0

1.5

0.0

0.0

0.5

96.0

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

1,000円未満

1,000円以上2,000円未満

2,000円以上3,000円未満

3,000円以上4,000円未満

4,000円以上5,000円未満

5,000円以上

無回答

17.7

18.7

10.1

15.7

5.6

5.6

15.2

6.6

6.1

7.6

0.5

10.1

7.6

1.0

46.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

余市の味覚を楽しむ滑走路ピクニック

ワインなどお酒を楽しむ滑走路ピクニック

大空の下での写真や動画の撮影

滑走路に寝転ぶ星空観察会

滑走路BBQ（デイキャンプ）

滑走路に泊まろう！キャンプ

余市の味覚が集まるフェス

クラフトショップや飲食のマルシェ

飛行ショーとコラボレーションする音楽フェス

真っ白い大地を走り抜ける除雪車の乗車体験

800ｍドッグラン

パラグライダーやスカイダイビングなどのアクティビティ

離着陸も間近で見られる航空ショー

その他

無回答
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問２ 昼からハシゴ酒 ～余市のイイモノちょっとたくさん～ 

 

昼からハシゴ酒 ～余市のイイモノちょっとたくさん～ 
・余市町内の飲食店で昼からお得にお酒を楽しめるサ

ービスです。 

・ワイン、ウイスキーをはじめとした余市のお酒をい

ろいろと楽しんだり、余市や北海道の様々な農産物

や魚介類のお料理を食べられたりと、食材豊富な余

市ならではの楽しみ方ができます。 

・サービスに参加している飲食店マップがついてい

て、好きなお店やその場から近いお店を選べます。 

・２、３軒を空き時間に楽しんでもよし、じっくり半日

楽しんでもよし。自分に合った楽しみ方ができます。 

 

① 3 枚つづりチケット制 

「機会があればやってみたい」が 38.4%と最も多く、次いで「とてもやってみたい」が 25.3%、「あ

まりやってみたいとは思わない」が 12.6%、「まったくやってみたいと思わない」が 5.6%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 全参加店で使える、1ドリンク無料フリーパス 

「機会があればやってみたい」が 35.4%と最も多く、次いで「とてもやってみたい」が 26.8%、「あ

まりやってみたいとは思わない」が 15.2%、「まったくやってみたいと思わない」が 4.5%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イメージ） 

（イメージ） （イメージ） （イメージ） （イメージ） 

25.3

38.4

12.6

5.6

18.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

とてもやってみたい

機会があればやってみたい

あまりやってみたいとは思わない

まったくやってみたいと思わない

無回答

26.8

35.4

15.2

4.5

18.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

とてもやってみたい

機会があればやってみたい

あまりやってみたいとは思わない

まったくやってみたいと思わない

無回答
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③ 日替わりハシゴ酒ラリー 

「機会があればやってみたい」が 34.8%と最も多く、次いで「とてもやってみたい」が 20.7%、「あ

まりやってみたいとは思わない」が 20.2%、「まったくやってみたいと思わない」が 5.6%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 全参加店で使えるクーポン券セット 

「機会があればやってみたい」が 35.9%と最も多く、次いで「とてもやってみたい」が 21.7%、「あ

まりやってみたいとは思わない」が 17.7%、「まったくやってみたいと思わない」が 5.6%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 全参加店で「ハシゴ酒 1コイン（500 円）メニュー提供 

「機会があればやってみたい」が 33.8%と最も多く、次いで「とてもやってみたい」が 26.8%、「あ

まりやってみたいとは思わない」が 15.7%、「まったくやってみたいと思わない」が 5.1%となっている。 

 

 

 

 

 

  

20.7

34.8

20.2

5.6

18.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

とてもやってみたい

機会があればやってみたい

あまりやってみたいとは思わない

まったくやってみたいと思わない

無回答

21.7

35.9

17.7

5.6

19.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

とてもやってみたい

機会があればやってみたい

あまりやってみたいとは思わない

まったくやってみたいと思わない

無回答

26.8

33.8

15.7

5.1

18.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

とてもやってみたい

機会があればやってみたい

あまりやってみたいとは思わない

まったくやってみたいと思わない

無回答
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⑥ 「昼からハシゴ酒」をしてみたいと思うポイントは何ですか。 

「地場産のものを飲んだり食べたりできる店舗が多い」が 47.5%と最も多く、次いで「参加店のおス

スメや今旬なメニューがわかりやすい」が 17.2%、「参加店数が多い」が 12.6%、「地元客が多く，賑わ

っている店舗が多い」が 9.6%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ その他 

・余市の周辺で飲めるところがないから。 

・移動が… 

 

⑧ どのくらい時間があればしたいと思いますか。 

「120分以上 180分未満」が 18.7%と最も多く、次いで「60分以上 90分未満」が 17.2%、「180分以

上」が 9.1%、「90分以上 120分未満」が 7.1%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 移動手段 

「徒歩」が 51.5%と最も多く、次いで「バス」 「タクシー」が 2.5%となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

47.5

12.6

8.6

17.2

9.6

7.1

8.6

5.6

1.5

39.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

地場産のものを飲んだり食べたりできる店舗が多い

参加店数が多い

参加店の場所がわかりやすい

参加店のおススメや今旬なメニューがわかりやすい

地元客が多く，賑わっている店舗が多い

非日常的な体験ができる

余ったチケットが商品券等に使える

手荷物の預かりサービスがついてくる

その他

無回答

5.6

17.2

7.1

18.7

9.1

42.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

60分未満

60分以上90分未満

90分以上120分未満

120分以上180分未満

180分以上

無回答

51.5

2.5

2.5

43.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

徒歩

バス

タクシー

無回答
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⑩ 移動時間 

「10分以上 15分未満」が 21.7%と最も多く、次いで「15分以上 30分未満」が 18.2%、「10分未満」

が 9.6%、「30分以上」が 5.6%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.6

21.7

18.2

5.6

44.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

10分未満

10分以上15分未満

15分以上30分未満

30分以上

無回答
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